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〔議事概要〕
（1）2019年度上半期実施状況報告
（2）2019年度中国経済連合会要望事項（案）

いずれも、原案どおり承認された。

〔講演要旨〕�
「最近の港湾・空港行政の

動向について」
国土交通省中国地方整備局
港湾空港部長  坂井  功 氏

令和元年度 中国地方整備
局 港湾・空港関係予算の基本
方針並びに国（国土交通省）が中国ブロックで進
めている港湾・空港事業に係る主な施策を紹介
する。
①港湾関連予算

中国地方整備局港湾・空港関係予算は、港湾整
備事業費162.8億円、海岸整備事業費14.2億円、
空港整備事業費3.6億円。全体で対前年比1.28倍。
②PORT2030の策定と基本方針の見直し

2030年を見据えた中長期政策「PORT2030」
を平成30年7月に策定し、港湾計画策定時の指

針となる「基本方針」の見直しを実施（令和元年
6月告示）。

インバウンド増加、人口減少社会、巨大災害へ
の備え、資源獲得競争の激化など、世界動向も見
据えた港湾政策の方向性8本柱を策定。
③主な政策（現状と課題）
■クルーズ需要への対応

2018年のクルーズ船寄港実績は全国2,930回
（前年比6％増）、中国地方511回（同比69.8％増）。

過去5年間（2014～18年）のクルーズ船寄港
実績は、全国で約2.4倍増、中国地方で約9.3倍増。

クルーズ需要の取り込みにより、クルーズ船寄
港が地域経済に与える効果の拡大が期待される
が、港湾施設や寄港で生じる諸課題への対応が
不足。

これを受け、平成30年12月に瀬戸内海クルー
ズ推進会議を設立（代表：中国経連 苅田会長／
事務局：中国地方整備局）し、瀬戸内海の多島美
を活かしたクルーズ振興に、近畿・中国・四国・
九州の4地域が一体で取り組んでいる。

広島港の「国際交流基盤の強化」の受入イメージ

9万トン級クルーズ船寄港イメージ図

出典：広島県HP

■国際バルク戦略港湾施策の推進
エネルギー・資源獲得競争の激化により、世界

では貨物船の大型化が進展。我が国は、大型船
対応の港湾が限定的であるため、全国各地に点
在する企業間の連携による大型船を活用した一
括大量輸送（効率化）への転換促進を公共事業
で支援。

第1回地域づくり委員会
10月11日（金）広島市において、古瀬委員長をはじめ約60名の委員の出

席のもと、2019年度第1回地域づくり委員会を開催した。
当日は議事に先立ち、国土交通省中国地方整備局港湾空港部長 坂井功

氏から「最近の港湾・空港行政の動向について」と題しご講演をいただいた。
引き続き、2019年度上半期の委員会活動報告、11月実施予定の国・関

係機関に対する要望事項（案）について審議し、原案どおり承認された。

PORT2030の方向性8本柱
1. グローバルバリューチェーンを支える海上

輸送網の構築
2. 持続可能で新たな価値を創造する国内物流

体系の構築
3. 列島クルーズアイランド化
4. ブランド価値を生む空間形成
5. 新たな資源エネルギーの受入・供給等の拠

点形成
6. 港湾・物流活動のグリーン化
7. 情報通信技術を活用した港湾のスマート化・

強靭化
8. 港湾建設・維持管理技術の変革と海外展開
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バルク戦略港の徳山下松港・宇部港（石炭）、
水島港（穀物）、水島港・福山港（鉄鉱石）で施策
推進。
■地域の基幹産業の競争力強化

中国地方の基幹産業である製造業の競争力強
化へ向け、既存の岸壁やふ頭用地等の有効活用
によるふ頭機能の再編、船舶大型化へ対応する
港湾機能の強化、日本海側海上輸送網のミッシ
ングリンク解消等に取り組む。
■国民の安全・安心の確保

大規模地震発生時も地域経済活動を支える
物流機能の維持、住民の避難及び緊急物資輸送
ルートの確保等の備えとともに、非常災害時にお

ける緊急確保航路の指定や国土交通大臣による
港湾施設の管理など、ハード・ソフト両面の対策
による「地震に強いみなと」の実現を目指す。

平成30年7月豪雨災害を踏まえ、中国地方国
際物流戦略チーム（本部長：中国経連 苅田会長）
による物流・ネットワークの強靭化等の取り組み
を推進。
■地域の活性化と豊かな暮らしの実現
「みなとオアシス」などを拠点に住民交流や観

光振興など「みなと」を核としたまちづくりの促
進、良好な海域環境の保全・再生・創出などへの
取り組みにも力を入れていく。

 （担当：齊藤）

■開会挨拶
福山大学 学長
松田　文子 氏
本フォーラムは文部科学省補

助事業（2012年～15年）終了
後も「中国・四国人材育成連携
協議会」として継続実施しており、今年度は副幹
事校である本学が企画・担当し開催した。

本学では「自分未来創造室」を設け、他大学に
も門戸を広げてインターンシップの拡大と内容
の充実を目指した企画運営を行ってきた結果、学
生・企業の意識は年々高まってきた。しかし、そ
の目的が、就活や単位の取得など多様化し、マッ
チング率低下などの問題が生じている。

本日は、インターンシップを軸に地域との協力
関係のあり方について意見を交換し、本地域の更
なる発展につなげたい。

■第1部　基調講演
『企業の採用選考基準と摺り合わせたキャリア
教育の試み～産学連続教育におけるインターン
シップの位置付け～』�

上智大学グローバル教育センター非常勤講師
有限会社ステージ・フォー・ワン代表取締役
鈴木　美伸 氏
私は10年程企業で勤務した

後、キャリアカウンセラーの資
格を取得。これをきっかけに大
学で教える機会を得、現在も多

中国・四国地域インターンシップフォーラム
11月11日（月）福山大学 宮地茂記念会館（福山

市）において、「中国・四国地域インターンシップ
フォーラム」を開催した。目的は、産学官関係者が
インターンシップを軸に協力関係を発展させ、地
域で活躍する人材の育成について意見を交し、更
なる拡大と質的向上を目指すもの。

上智大学非常勤講師 鈴木美伸氏による基調講
演およびインターンシップの事例紹介に続いてグ

ループディスカッションを行い、地域に資する人材育成を目指して、現状の問題点と企業・大学がやるべき
ことなどについて議論した。

【主催】 中国・四国地域人材育成連携協議会（経済産業省中国経済産業局、経済産業省四国経済産業局、中国経済連合会、
四国経済連合会、中国・四国地域国公私立10大学、幹事・副幹事校：島根大学、福山大学）


